
























す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の

で
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習
慣
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
ゆ
乃
く
り
か
む
と
、

少
な
い
量
で
も
満
足
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

よ
く
か
ん
で
食
物
と
だ
液
と
を
混

ぜ
る
と
胃
が
ん
の
予
防
に
も
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け

一
口
を
三
十
回
以
上
は
か
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

か
む
こ
と
は
、
小
さ
な
子
ど
も
の

あ
ご
の
発
育
に
も
と
て
も
重
要
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
だ
液
の
こ

と
、
か
む
こ
と
の
大
切
さ
を
も
う

一

度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
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内
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2
9
1
・
2
9
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上
岡
市
条
例
改
正
請
求
の
公
表
に
つ
い
て

. 
5 

昭
和
六
十
三
年
二
月
四
日
付
、
地

方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
上
田
市
立
小
学
校
設
置
条

例
の

一
部
改
正
を
求
め
る
上
田
市
条

例
改
正
請
求
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
二
月
六
日
、
こ
の

請
求
を
受
理
し
ま
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
施
行
令
第
九
十
八
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
り
、
上
田
市
条
例
改
正

請
求
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
請

求
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す。一
、
上
田
市
条
例
改
正
請
求
代
表
者

の
住
所
及
び
氏
名

上
田
市
大
字
上
室
賀

一
O
二
三
番
地

甲

田

孝

上
田
市
大
字
上
室
賀
二
三
五

一
番
地

荒

井

慶

親

上
田
市
大
字
下
室
賀

二
七
八
番
地
一

永

井

健

一

ニ
、
請
求
の
要
旨(
原
文
の
ま
ま
掲
載
)

六
月
定
例
議
会
に
教
育
委
員
会
よ

り
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
室
賀
小
学

校
と
小
泉
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
川

西
小
学
校
設
置
条
例
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
は
、
適
正
規
模
校
で
無
い
と

「
教
育
効
果
が
あ
が
ら
な
い
」
の

一

点
張
り
で
あ
る
が
、
私
達
は
色
々
な

視
点
か
ら
研
究
し
た
結
果
、
小
規
模

校
で
も
平
等
な
指
導
と
き
め
細
か
な

学
習
に
よ
り
、
今
日
も
っ
と
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
落
ち
こ
ぼ
れ
が
無
く

な
り
、
全
校
に
目
が
届
き
、
い
じ
め

や
非
行
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
地

域
と
の
連
携
を
密
に
し
て
地
域
性
を

生
か
し
た
教
育
が
出
来
る
。
通
学
上

の
観
点
か
ら
も
小
学
校
は
、
徒
歩
通

学
の
出
来
る
範
囲
に
あ
る
の
が
最
も

大
切
な
原
別
で
あ
り
、
パ
ス
通
学
を

考
え
た
場
合
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が

あ
る
。
ま
た
室
賀
地
区
全
般
を
考
え

た
場
合
、
小
学
校
の
廃
校
は
室
賀
地

区
の
過
疎
化
を

一
層
進
め
る
事
に
な

る
。
私
達
は
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら

小
学
校
は
住
民
の
最
も
大
切
な
よ
り

所
で
あ
る
、
と
位
置
付
け
今
日
ま
で

教
育
委
員
会
と
話
し
合
い
を
続
け
て

来
ま
し
た
。

一
、
川
西
村
が
上
田
市
と
合
併
時
に

交
わ
し
た
協
定
書
の
中
に
、

「
現

行
通
学
区
域
を
も
っ
て
、
そ
の
通

学
区
と
す
る
。
現
学
校
存
置
を
図

る
た
め
人
口
増
加
に
つ
い
て
、
総

装
袋
に
①
品
名
(
種
類
別
名
称
)
②

な
ま
・
ゆ
で
・
む
し
・
油
揚
げ
・
半

な
ま
で
あ
る
旨
③
原
材
料
④
添
加
物

⑤
製
造
月
日
⑥
内
容
量
⑦
保
存
方
法

⑧
事
業
者
の
名
称
と
住
所
ー
ー
ー
の
表

示
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

V
商
品
に
よ
っ
て
は
、

「公
正
マ

ー

ク
」
が
品
物
に
表
示
さ
れ
ず
に
、
庖
頭

に
つ
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

合
的
見
地
に
た
ち
施
策
を
講
ず
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
は

今
日
ま
で
何
の
努
力
も
せ
ず
小
学

校
を
廃
校
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

二
、
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
五
日
上

室
賀
地
区
総
会
の
場
で
、
教
育
委

員
会
は

「学
校
問
題
は
大
変
重
要

な
問
題
な
の
で
、

一
つ
の
自
治
会

が
反
対
で
も
統
合
は
し
ま
せ
ん
」

と
発
言
し
て
い
る
。

三
、
昭
和
六
十
年
十

一
月
六
日
、
上

室
賀
区
民
の
九
十
五
%
に
あ
た
る

六
百
五
十
八
名
の
反
対
署
名
を
教

育
委
員
会
は
受
取
り
な
が
ら
、
市

議
会
議
員
、
県
教
育
委
員
会
に
対

し
、
反
対
者
は
上
室
賀
の

一
部
の

人
だ
け
と
報
告
す
る
。

四
、
教
育
委
員
会
は
、
「
室
賀
小
学

校
統
廃
合
問
題
と
、
六
中
建
設
は

切
り
離
し
て
考
え
る
」
と
発
言
し

て
お
き
な
が
ら
、
事
実
は
「
六
中

建
設
は
室
賀
小
学
校
統
廃
合
の
同

生めん類の公正マーク

対象品物は、うどん、そば、

中華めん、生マカロニ類、生

スパゲティ類などです。

意
な
い
と
国
庫
補
助
金
の
申
請
が

で
き
な
い
」
の
に
、
区
民
の
同
意

を
得
ず
議
会
に
条
例
改
正
を
強
引

に
提
出
す
る
。

五
、
文
部
省
の
通
達
の
中
に
も

「学

校
統
合
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、

学
校
の
持
つ
地
域
的
意
義
等
を
十

分
考
え
る
こ
と
。
ま
た
、
学
校
規

模
を
重
視
す
る
余
り
無
理
な
統
合

を
し
て
、
地
域
住
民
等
の
聞
に
紛

争
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
知
く
地
域
住
民
と
数
々
の

約
束
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
強
引
に

小
学
校
設
置
条
例
の
改
正
を
提
案
し

可
決
し
た
行
為
に
、
私
達
は
、
上
田

市
と
教
育
委
員
会
に
対
し
不
信
感
と

怒
り
で
一
杯
で
す
。
私
達
は
地
方
自

治
法
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
永

野
上
田
市
長
に
対
し
上
田
市
立
小
学

校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
の
直
接
請

求
を
致
し
ま
す
。

[13]広報うえだ 63.2.16
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豆まきだ、元気に歩け
節分の 2月 3日、北向観音では豆まきが行

われ、善男善女でにぎわいました。この日は

粉雪が舞い、節分ムード一色。豆まきの前の

「お練りJでは、地区の子どもたちゃ年男な
どが赤、青、黒の鬼を先頭に、温泉街を練り

歩きました(写真上)。

これに先立って、 JR上田駅構内でみこし
[jつみ

のグループ「上田睦」の皆さんらが、七福神

にふんして豆まきを行いました。(写真左)。

'--

* 
手つきも鮮やかに

ふたば保育園で1月29日、「こままわし

会」があり、年少組から年長組までの園

児全員が各クラスごとにホこまいをまわ

しました。園児たちは、手つきも鮮やか

に日ごろ練習した成果を披露しました。

4
月
1
日
か
ら

広報うえだ‘63.2. 16 [14] 

違
法
駐
車
は

レ
ッ
カ

i
移
動
に

吉晴話番長選良事筆頭良薬奨操業講義援長旅議長議員総事義援色濃操業操業襲撃幾渓

上
田
警
察
署
で
は
、
四
月
か
ら
違

法
駐
車
し
て
い
る
車
両
を
レ
ッ
カ
ー

車
で
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
違
法
車
両
が
安
全
通
行
を

妨
げ
、
交
通
事
故
の
発
生
原
因
と
も

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

レ
ッ
カ
ー
車
で
移
動
さ
れ
る
と
、

駐
車
違
反
の
反
則
金
、
レ
ッ
カ

l
料、

保
管
料
(
実
費
)
合
わ
せ
て
二
万
円
以

上
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。
駐
車
す
る
と
き
は
、
駐
車
違

反
に
な
ら
な
い
場
所
へ
駐
車
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
上
回
警
察
署
交
通

課
(
宮
⑫
3
5
6
5
)

上
田
創
造
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

「
三
、
ひ
き
の
子
ぶ
だ
」
公
演

マ
と
き

第

一
回
l
三
月
二
十
六

日
出
午
後
三
時
、
第
二
回
l
同
二
十



⑭ 転入者に聞く

ん
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さ
内

み
美
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光
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上

(

文太さん信方の墓参り

NHKの大河ドラマ「武田信玄」で板

垣信方役を演じている俳優の菅原文太 さ

ん (54)が 2月 4日朝、 下之条にある Y言

方の墓、をお参りしました。この冬一番

の冷え込みにもかかわらず、 墓の周辺に

は約100人のファンが詰めかけました。

道
路
、
下
水
道
の
整
備
に
期
待

上
原
さ
ん
は
、
昨
年
二
月
東
京
都

大
田
区
か
ら
、
生
ま
れ
故
郷
の
上
田

市
へ
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
の

生
活
は
約
四
十
年
。
温
泉
が
あ
っ
て

住
み
や
す
い
上
回
で
老
後
を
暮
ら
す

決
心
を
し
た
そ
う
で
す
。
家
族
は
、

奥
さ
ん
と
二
人
で
す
。

|
|
上
田
市
の
印
象
に
つ
い
て
。

昭
和
十
二
年
に
上
京
し
、
そ
の
間

た
び
た
び
上
回
へ
来
て
い
る
せ
い
か
、

そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
た
感
じ
は
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
上
田
橋
や
古
舟
橋
が
新

設
さ
れ
た
り
、
原
町
通
り
が
広
く
な

っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
旧

市
内
は
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
、
合
同
庁
舎

の
屋
上
か
ら
市
街
地
を
見
た
と
き
、

意
外
に
上
田
が
狭
く
て
び
っ
く
り
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

|
|
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

人
情
味
の
あ
る
土
地
柄
で
す
し
、

環
境
的
に
も
住
み
や
す
い
点
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
他
県
と
比

較
し
て
、
道
路
の
狭
い
の
が
目
立
ち

滋
グdF
 

W
F
 

w
m
 
w
m
 
w
m
 
w燃灘縦沢潔灘灘灘wm 

wグwm 
w旅灘灘灘灘灘灘灘離が灘圃料

ま
す
ね
。
昔
よ
り
は
よ
く
な
っ
て

緩

い
ま
す
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
狭
く

紛

な
っ
た
り
、
広
く
な
っ
た
り
し
て

鰍

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

機

下
水
道
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ

灘wm 

と
も
:
・
。

新

市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

料

道
路
が
よ
く
な
い
と
町
が
発
展

嚇

し
な
い
、
と
言
わ
れ
ま
す
。
商
底

灘

街
の
建
て
物
を
高
層
に
し
て
、
道

料

路
を
広
く
し
た
り
、
駐
車
場
の
ス

糊

ぺ
l
ス
を
取
る
こ
と
も
必
要
だ
と

新

思
い
ま
す
。
上
田
は
、
こ
れ
と
い

￥

っ
た
か
目
玉
。
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ww

観
光
面
で
も
、
特
産
品
で
も
何
か

機

グ
一
つ
。
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

材旅

さあ気合いを入れて

第一回市民の森学童スケート大会が 1

月30日、同スケート場で開催されました。

学年ごとにスピードリンク一周の記録を

競うもので、 子 どもたちの表情は真剣そ

のもの。上田市、 東部町、 真田町の小学

生 (4-6年)が参加しました。

七
日
間
午
前
十
時
、

第
三
回
1
同
二

十
七
日
同
午
後
二
時

マ

と

こ

ろ

創
造
館
文
化
ホ

l
ル

マ

内

容

人

形
劇
「
三
ぴ
き
の
子
ぶ
た

」

マ

定

員

各
回
と
も
五
百
人

マ

料

金

フ
ァ
ミ
リ
ー
券
九
百
円
(
親
子
三
人

ま
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
)
マ
申
し
込

み

三
月

一
日
か
ら
電
話
で
同
館
(
岱

⑫
1
1
1
1
)

へ。

入
場
整
理
券
を

お
送
り
し
ま
す
。

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
匿
名

一
万
七
千
百
三
十
六
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名

三
千
円
、
手
作
り
壁
か
け

五
個
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
、
お

年
寄
り
・
身
体
障
害
者
ヘ

マ
長
野
県
連
合
青
果
樹
様
み
か
ん

五
十
ケ

l
ス
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
真
田
町
青
年
団
様
も
ち
米
十
五

、
大
根
五
十

一
キ
ロ
な
ど
報
恩
寮
へ

マ
渡
辺
守
隆
様
(
岩
清
水
)
も
ち
米

三
十
キ
ロ
報
恩
寮
へ

マ
伴
場
湊
次
様
(
千
葉
県
船
橋
市
)

二
十
七
万
五
百
八
十
八
円
社
会
福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
伴
場
酉
男
様
(
神
奈
川
県
高
座
郡

寒
川
町
)

二
十
七
万
五
百
八
十
八
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

日日広報うえだ 63.2.16



市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧
は

4
月
に
延
期

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
な
ど
に

課
税
す
る
固
定
資
産
の
価
格
を
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十

日
ま
で
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
は
基
準
年
度
の
た

め
評
価
替
え
な
ど
が
あ
り
、
四
月
に

延
期
す
る
予
定
で
す
。

期
日
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第

「
広
報
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

消
費
者
と
共
に
語
る

「
食
昂
衛
生
の
集
い
」
に

ご
参
加
を

市
、
上
小
食
品
衛
生
協
会
、
上
田

保
健
所
な
ど
で
は
、
食
品
衛
生
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

二
月
二
十
四
日
附
午
後

一
時
か
ら
四
時
マ
と
ニ
ろ
市
文

化
セ
ン
タ
ー
(
材
木
町
二
マ
内
容

体
験
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ふ
る

さ
と
料
理
展
示
、
上
小
地
区
の
特
一
産
・

物
産
品
の
展
示
即
売
(
売
上
金
は
福

祉
事
業
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
)
、
試
飲
コ

ー
ナ
ー
※
料
理
展
示
、
展
示
即
売
、

試
飲
コ
ー
ナ
ー
は
正
午
か
ら
で
す
。

マ
そ
の
他
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、

車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮

慮
く
だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ
保

健
予
防
課
(
内
線
2
8
8
)

上
田
市
育
英
会

閃
・
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

マ

資

格

①

昭

和

六

十

三
年
四
月

か
ら
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
人
②
昭

和
六
十
三
年
四
月
現
在
、
高
等
学
校

に
在
学
し
て
い
る
生
徒
③
四
月

一
日

現
在
、
市
内
に
六
か
月
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
人
④
本
会
以
外
の
育
英
会

な
ど
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人

マ
申
込
方
法
在
学
し
て
い
る
中
学

校
、
高
等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相

談
し
て
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
(
内

線
5
4
5
)

へ
お
申
し
込
み
を
。

マ
申
込
期
限

三
月
二
十
五
日
働

マ

決

定

育

英

会

の

評

議

員
会
で

決
定
し
ま
す
。

戦
没
者
の
遺
族
の
方
々
へ

特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
て
い
ま
す

国
で
は
、
戦
後
四
十
余
年
が
経
過

し
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
に
、
改
め
て

弔
慰
の
誠
を
表
す
た
め
に
特
別
弔
慰

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
者
満
州
事
変
開
始
(
昭
和

六
年
九
月
十
八
日
)
以
降
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
以
内
の
遺
族
で
、
昭

和
六
十
年
四
月

一
日
現
在
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取

っ

て
い
な
い

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
人
。

マ

時

効

六

月

十

三
日
で
時
効
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

請
求
に
必
要
な
書

類
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

(
内
線

3
7
8
)
へ。

社
会
課

涯百第

な唇自
ゼつ
え性
る老
~人

去を
，.6.. 
2:i: 

マ
と
き

二
月
二
十
六
日
働
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十

分

マ

と
ニ
ろ
上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市

役
所
南
庁
舎
二
階
)
マ
内
容
個
別

相
談
(
相
談
担
当
者
は
国
立
小
諸
療

養
所
の
精
神
科
医
師
な
ど
て
痴
ほ
う

性
老
人
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

マ
申
込
方
法

二
月
二
十
四
日
附
ま

で
に
保
健
予
防
課
(
内
線
2
9
1
)

ヘ
マ
そ
の
他
当
日
介
護
を
か
わ

っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
な
い
場
合
は

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
ま
す
の

で、

二
月
二
十
三
日

ωま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

仙
の
相
談
に
お
出
か
け
を

精
神
障
害
者
上
小
地
域
家
族
会
で

は
、
心
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

三
月
四
日
働
午
後

一
時

三
十

分

か

ら

四

時

マ

と

ニ

ろ

福

祉
会
館
(
大
手
一
二
マ
相
談
担
当

国
立
小
諸
療
養
所
木
田
富
士
雄
医
師

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

2
9
1
)

広報うえだ、 63.2.16 [16] 

今月の納税
固定資産税

(都市計画税)

国民健康保険税

納期限は2月29日(月)です。

第4期

第8期

よろしくお願いします。

-収税課(内線241)

①農地問題相談 じ〉とき・・・ 3月 1日(刈午前 8時

30分から午後5時 bところー-農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき・・・

3月11日(金)・ 25日(針いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 [>ところ・・・本庁舎 3階 [>予約

先…生活環境課(内線303)

③土地・建物の法律相談 bとき...3月10日(木)

午後 1時から 4時 [>ところ・・・西庁舎2階

3月の相談日



保健予防諜

〈内線289)
.3月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康子帳、パスタオル (4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳6か月児)cまた、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちくださし、。

-三種混合予防接種
三種混合予防接種を別表のとおり行います。 2

期の対象者で、まだ2期の接種を受けていない子

どもさんもお受けください。

¥ーノ

(市役所市庁合 21府)

健 =ロム::> 実 施 H 女す 象 jl tし1 

4か月児
、3月1日 62年10月16日-10月31日生

3月23日 62年11月1日-11月15日生

10か月児
3月3日 62年 4月16日-4月30日生

3月24日 62年 5月1日-5月15日生

1歳6か月児
3月2日 61年 8月16日-8月31日生

3月16日 61年 9月1日-9月15日生

歳 j旧し

3月14日 60年 2月1日-2月15日生
3 

3月18日 60年 2月16日-2月28日生

上田市保健センター

塩田母子健康センター(駈HI地以)

62年10月16日-11月15日生

62年4月16日-5月15日生

61年 7月16日-9月15日生

(jlllfliJ也氏)川西社会福祉センター

dコEb、 場 名 書? 文サ 象 地 区

上田市保健センター
月4 3 東音fi ・塩尻地区

(市役所南庁舎2階)

J野が丘公民館 (金日) 神科・ 豊 殿地区

上聞可i保健センター

月8 3 
中央・北部地区

(市役所前庁舎2階)

和jl川地区公民館 t~1 )11 地 区

川辺町会館
b日k) 
川辺・泉 al地区

i町市保健センター
月9 3 南部・西部地区

(市役所南庁舎2階)

三二世チ町会館 体自) 城 下 地 区

塩田母子健康センター

島高
塩 田 地 区

川西社会福祉センター )11 西 地 区

上岡市保健センター
4/5(火)

東部・南音1;'中央・北部・西音1;

(予備日) 塩尻・神科・神川・豊殿地区

上回(可予i保備健セ日ン)ター 4/8f金)
城下・川辺・泉町・塩田

川西地区

62年度(後期)三種混合予防接種目程表

62年10月16日-11月15日生

62年 4月16日-5月15日生

61年 8月16日-9月15日生
※受付時間は、いずれも午後1時30分から2時30分まで。

※駐車場が混みあいます。車での来庁はご遠慮ください。

ノ

3
月
3
日
は
「耳
の
日
」

補
聴
器
相
談
に
お
出
か
け
を

マ
と
き

三
月
三
日
同
午
前
九
時

三
十
分

l
正
午
と
午
後

一'時
l
三
時

三
十
分
マ
と
こ
ろ
上
田
市
福
祉

会
館
マ
持
ち
物
身
体
障
害
者
手

帳
、
印
鑑
、
筆
記
具
マ
問
い
合
わ

せ
福
祉
課
(
内
線
3
7
3
)

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク

廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
は
あ
早
目
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日

現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)

や
小
型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
な
ど
て
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、

一
年
分
課
税

さ
れ
ま
す
。

廃
車
し
た
り
、
他
人
に
譲
り
渡
し

た
と
き
は
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
一
方
法
〉
①
軽
自
動
車
、

二

輪
の
小
型
自
動
車
な
ど
は
、
長
野
県

自
家
用
自
動
車
協
会
上
小
支
部
(
岱

⑫
0
5
9
5
)
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
②
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ

ク
)
、
小
型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ

ー
、
ガ
ー
デ
ン
な
ど
)
は
、
市
役
所

市
民
税
課
、
塩
田
・
川
西
の
各
支
所

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
廃
車
の
場

合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
、

名
義
変
更
の
場
合
は
譲
渡
証
明
書
と

印
鑑
を
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

2
3
3
)
 

市
民
税
課
(
内
線

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
L

の
提
出

昭
和
六
十
三
年
度
、
市
関
係
の
建

設
工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、

「建
物
工
事
参
加

資
格
審
査
申
請
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。マ
必
要
書
類
①
建
設
工
事
参
加

資
格
審
査
申
請
書
②
市
税
完
納
証
明

書
③
代
表
者
の
身
分
証
明
書
④
経
営

事
項
審
査
申
請
書
の
写
し
⑤
委
任
状

ま
た
は
社
内
規
則
⑥
建
設
業
退
職
金

共
済
組
合
加
入
証
明
書
(
加
入
者
に

限
る
)
マ
提
出
期
間

三
月

一
日

ω

か
ら
同
三
十

一
日
嗣
ま
で
マ
提
出

先
管
理
課
(
内
線
3
4
3
)

[1'7]広報うえだ 63.2.16



計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
調
査
に

よ
り
得
ら
れ
た
各
種
デ

l
タ
や
意
見
、

苦
情
な
ど
を
今
後
の
計
量
行
政
に
以

映
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
六
十
三
年
度

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
食
料
品
関
係
の
販
売

業
を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
の

主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。

①
一
昼
一
聞
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
し
て
い
な
い
人

マ
職
務
内
容
指
定
す
る
期
間
内
に

購
入
し
た
商
品
の
目
方
を
量
っ
て
、

日
誌
に
記
入
し
、
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マ
募
集
人
員
十
二
名

マ
応
募
期
限
三
月
三
十
一
日
制

マ
謝
礼
五
千
円
と
記
念
品
(
検

査
用
は
か
り
と
分
銅
)

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お

戸

J

あ

な

た

も

、

ぞ

》

J

J

1

h

ν

ハ
γ

み

/

広

報

モ

ニ

タ

ー

に

ト

M
峨
a
(
J

/
竺
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
あ
い
偲
l
也

市
で
は
、
「
広
報
う
え
だ
」
が
市
民
・
謝
礼
記
念
品
を
贈
呈

の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
、
よ
り
・
職
務
内
容
①
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

読
ま
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
の
出
席
(
年
六
回
の
予
定
)
一
②
ア
ン

次
に
よ
り
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ン
ケ

l
卜
へ
の
協
力
な
ど

ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
-
応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
、
氏

広
報
に
対
す
る
意
見
や
提
案
な
ど
を
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
職
業
、

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
民
参
加
の
紙
電
話
番
サ
を
書
い
て
三
月
十
二
H

面
づ
く
り
の

一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
ま
で
に
秘
書
課
(
干
3
8
6

上

き

ま

す

。

山

市

大

子

一

十

一
ー
ー
十
六
)
へ
0

・
応
募
資
格

二
十
歳
以
上
の
市
内
※
な
お
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は

在

住

者

(

公

務

員

を

除

く

)

抽

選

と

し

ま

す

。

-
募
集
人
員

一
般
公
募
十
人
程
度
マ
問
い
合
わ
せ
秘
書
採

・

任

期

昭

和

六

十

四

年

三
月
三

0
5
)

十

一
日
ま
で

川
陣
欝
F
L
尉一う幽・・・・・・
圃

(
内
線

2

、u

書
き
の
う
え
『
一
T
3
8
6

市
内
大

手
一

l
十
一
ー
ー
十
六
上
田
市
役
所

商
工
課
商
工
振
興
係
』
へ

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
課
(
内
線
6

0
3
)
 寄ぢ:

付タ?
¥，/ノ f、
てつづ
妥を f
さ
い

昨
年
の
春
発
生
し
た
大
規
模
林
野

火
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
山
林
内
に

簡
易
防
火
水
槽
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ご
家
庭
で
い
ら
な
く
な

っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
(
十

μ
、
二
十

μ)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
受
付
場
所
〉
中
央
消
防
署
、
南
部

消
防
署
、
川
西
分
署
、
東
北
分
署

・
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
課

(
宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
0
5
)

電
話
加
入
権
の

公
売
を
し
ま
す

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
上

削
電
報
電
話
局
骨
内
の
電
話
加
入
椛

の
公
売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

マ

と

き

二
月
二
十
五
日
側
、
入

札
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
十
時
十
五

分
ま
で
(
説
明
は
午
前
九
時
四
十
五

分
か
ら
行
い
ま
す
)

マ
と
二
ろ
市
役
所
南
庁
舎
五
附

マ

方

法

競

争

入

札

マ

台

数

当

日

決

定

マ
公
告
場
所
市
役
所
、
豊
殿
・
塩

凹
・
川
西
の
各
支
所
、
上
回
税
務
署
、

上
小
地
方
事
務
所

マ
入
札
参
加
者
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
り
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代

理
人
の
場
合
は
、
必
ず
本
人
自
筆
の

委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納

者
が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
に

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
収
税
課

4
3
)
 

(
内
線
2

訪
問
販
売
な
ど

被
害
防
立
の
た
め
の

消
費
生
活
講
座

マ
と
き

二
月
二
十
四
日
附
午
後

七
時
か
ら
九
時
マ
と
こ
ろ
中
央

公

民

館

マ

テ

l
マ
訪
問
販
売
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
マ

講
師
土
屋
準
弁
護
士
マ
そ
の
他

受
講
料
は
無
料
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
)

一一
月

一
H
H
V
の
広
報
で
、
同
講
座

の
場
所
が
塩
町
公
民
館
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
前
記
の
と
お
り
中
央
公

民
館
に
変
更
し
ま
す
。

不
用
品
登
録
情
報

広報うえだ 63.2. 16 [18] 

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
電
気
ス
ト
ー
ブ

二
千
円

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

二
万
円

マ
編
み
機
(
大
型
)
五
千
円

マ
幼
児
用
お
く
る
み
五
百
円

マ
磁
気
マ
ッ

ト

二
千
五
百
円

マ
バ
イ
ク
(
九

O
ω)
一
万
八
千
円

マ
バ
イ
ク
(
五

O
∞
)

三
千
円

マ
ジ

ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

三
千
円

マ
電
気
ご
た
つ

二
千
円

マ
灯
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー

二
千
円

マ
オ
ル
ガ
ン
無
料

マ
一ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
(
二
五
・
五

側
)
無
料

マ
ス
キ

l
・
ス
ト
ッ
ク
(
大
人
)

無
料

-
ゆ
ず
っ
て
く
だ

8
い

マ
ベ
ビ

l
か

ご

マ

ベ

ビ

l
ダ
ン
ス

マ
礼
母
車
マ
都
市
ガ
ス
用
コ
ン
ロ

マ
冷
蔵
庫
マ
本
だ
な
マ
製
図
板

マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
マ
食
器
だ
な

マ
物
置
(
一
坪
)
マ
電
動
ミ
シ
ン

マ
洗
濯
機
マ
一
輪
車
マ
犬
小
屋

マ
整
理
ダ
ン
ス
マ
弓
道
用
具

一
式

マ
和
ダ
ン
ス
マ
子
ど
も
用
ス
キ
ー

マ
自
転
車
(
婦
人
用
・
子
ど
も
用
)

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
)




